
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】プリント基板に搭載された電子機器の誤動作を

防止する印刷回路を提供する。

【解決手段】伝送線路１３ｐｓと伝送線路１３ｐ１との

なす角度θが鋭角の場合、分岐点Ｄの近傍に、伝送路を

切り込んでノッチＮを形成する。このノッチＮの端面で

伝送信号が反射され、点Ｐ１へ反射する信号の強度が点

Ｐ２へ反射する信号の強度とほぼ等しくなる。従って、

信号強度の低下が防止されて電子機器の誤動作が防止さ

れる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
信 号 が 供 給 さ れ る 上 流 側 伝 送 線 路 が 分 岐 点 で 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路 と の な す 角 度 が 鈍 角 の
下 流 側 伝 送 線 路 と 鋭 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と に 分 岐 す る よ う に 伝 送 線 路 が 印 刷 さ れ た 印 刷 回
路 に お い て 、
前 記 上 流 側 伝 送 線 路 と の な す 角 度 が 鈍 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と 鋭 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と の 分
岐 点 近 傍 の 伝 送 線 路 を 切 り 込 ん で 切 り 込 み 部 が 形 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 印 刷 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 切 り 込 み 部 は 、 前 記 伝 送 線 路 を 、 楔 形 と 丸 形 と 矩 形 と の い ず れ か １ つ の 形 状 に 切 り 込
む こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 印 刷 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 切 り 込 み 部 は 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路 と の な す 角 度 が 鈍 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と 鋭 角 の 下
流 側 伝 送 線 路 と に 分 配 さ れ る 信 号 の 強 度 が 等 し く な る よ う に 、 前 記 分 岐 点 近 傍 の 下 流 側 伝
送 線 路 を 切 り 込 ん で 形 成 さ れ た も の で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 印 刷 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 切 り 込 み 部 は 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路 に よ っ て 伝 送 さ れ る 信 号 を 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路
と の な す 角 度 が 鋭 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 の 方 向 に 反 射 す る 端 面 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ た も
の で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 印 刷 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
３ 以 上 の 伝 送 線 路 が 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ た 印 刷 回 路 に お い て 、
前 記 交 差 す る 伝 送 線 路 の 少 な く と も １ つ は 、 交 差 部 近 傍 に お い て 任 意 の 形 状 の 少 な く と も
１ つ の 切 欠 部 を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 印 刷 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 印 刷 回 路 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 回 路 機 器 に は 、 印 刷 回 路 が 形 成 さ れ た プ リ ン ト 基 板 が 多 く 用 い ら れ る 。 プ リ ン ト 基 板
に は 、 複 数 の 電 子 部 品 が 実 装 さ れ る 。 そ し て 、 プ リ ン ト 基 板 に は 、 実 装 さ れ て い る 電 子 部
品 間 で の 信 号 の 送 受 を 行 う た め の 伝 送 線 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
プ リ ン ト 基 板 に 形 成 さ れ た 伝 送 線 路 に は 、 一 般 に 、 信 号 を 振 り 分 け る た め の 分 岐 路 が 設 け
ら れ る 。 最 も 、 基 本 的 は 分 岐 路 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 「 Ｔ 」 の 字 型 の 形 状 を 有 す る 分 岐
路 で あ る 。 図 ９ に お い て 、 伝 送 信 号 が 点 Ｐ Ｓ か ら 点 Ｐ １ ， Ｐ ２ へ 伝 送 さ れ る も の と し て 、
伝 送 信 号 が 伝 搬 す る 伝 送 線 路 ５ １ ｐ ｓ は 、 分 岐 点 ｄ で 伝 送 線 路 ５ １ ｐ １ と 伝 送 線 路 ５ １ ｐ
２ と に 分 岐 す る 。 こ の 伝 送 線 路 ５ １ ｐ ｓ の 中 心 線 と 伝 送 線 路 ５ １ ｐ １ ， ５ １ ｐ ２ の 中 心 線
と の な す 角 度 θ １ は 、 ９ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
「 Ｔ 」 の 字 型 分 岐 路 を 形 成 す る の が 困 難 で あ る 場 合 に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 「 イ 」 の 字
型 の 分 岐 路 も 用 い ら れ る 。 こ の 「 イ 」 の 字 型 の 分 岐 路 を 有 す る プ リ ン ト 基 板 で は 、 伝 送 線
路 ５ １ ｐ ｓ の 中 心 線 と 伝 送 線 路 ５ １ ｐ １ の 中 心 線 と の な す 角 度 θ １ は 、 鋭 角 （ ９ ０ ° 未 満
） と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し 、 こ の よ う な 「 イ 」 の 字 型 の 分 岐 路 を 有 す る プ リ ン ト 基 板 で は 、 信 号 分 配 特 性 が 低
下 す る 。 特 に 、 電 子 機 器 の 高 周 波 化 、 広 帯 域 化 に 伴 い 、 機 器 内 部 の 伝 送 線 路 に お け る 電 磁
波 信 号 の 影 響 を 無 視 で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ９ に 示 す 「 Ｔ 」 の 字 型 の 分 岐 路 を 有 す る プ リ ン ト 基 板 に お い て 、 「 Ｔ 」 の 字 型 の 分 岐 路
で 分 配 さ れ た 信 号 の 周 波 数 特 性 を 図 １ １ に 示 す 。 尚 、 縦 軸 「 Ｒ ｅ ｌ ａ ｔ ｉ ｖ ｅ ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ
」 は 、 図 ９ の 点 Ｐ Ｓ か ら 供 給 さ れ た 信 号 の 強 度 を 「 １ 」 と し た 場 合 の 点 Ｐ １ 、 Ｐ ２ に そ れ
ぞ れ 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 の 割 合 を 示 す 。 ま た 、 Ｓ ｐ １ ， Ｓ ｐ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 点 Ｐ １ ， Ｐ
２ に 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 を 示 し 、 Ｓ ｐ ｓ は 、 点 Ｐ Ｓ ま で 反 射 し た 信 号 の 強 度 を 示 す 。 後 述
す る 周 波 数 特 性 を 示 す 図 に つ い て も 同 様 で あ る 。
こ の 図 １ １ に 示 す よ う に 、 周 波 数 ０ ． １ ～ １ ０ Ｇ Ｈ ｚ の 帯 域 で 、 伝 送 線 路 Ｐ １ ， Ｐ ２ に そ
れ ぞ れ 伝 送 さ れ る 信 号 Ｓ ｐ １ ， Ｓ ｐ ２ の 強 度 は 等 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 、 図 １ ０ に 示 す 「 イ 」 の 字 型 の 分 岐 路 を 有 す る プ リ ン ト 基 板 に お い て 、 「 イ 」 の 字 型
の 分 岐 路 で 分 配 さ れ る 信 号 の 周 波 数 特 性 を 図 １ ２ に 示 す 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 周 波 数 が
高 く な る に 従 っ て 、 伝 送 線 路 Ｐ １ 、 Ｐ ２ に そ れ ぞ れ 伝 送 さ れ る 信 号 の 信 号 強 度 Ｓ ｐ １ ， Ｓ
ｐ ２ は 、 互 い に 異 な っ て く る 。 特 に 、 点 Ｐ １ 側 へ 伝 送 さ れ る 信 号 は 伝 搬 さ れ に く く な り 、
そ の 分 、 点 Ｐ Ｓ ま で 反 射 す る 信 号 の 強 度 Ｓ ｐ ｓ が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 、 伝 送 線 路 Ｐ １ 、 Ｐ ２ に そ れ ぞ れ 伝 送 さ れ る 信 号 Ｓ ｐ １ ， Ｓ ｐ ２ の 信 号 強 度 と 角 度 θ
１ と の 関 係 を 図 １ ３ に 示 す 。 こ の 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 角 度 θ が ９ ０ ° の 場 合 、 点 Ｐ ２ へ
伝 搬 す る 信 号 の 強 度 Ｓ ｐ ２ と 、 点 Ｐ １ へ 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 Ｓ ｐ １ と は 、 等 し く な る 。 し
か し 、 角 度 θ １ が 小 さ く に 従 っ て 、 両 信 号 強 度 Ｓ ｐ １ ， Ｓ ｐ ２ に 差 が 生 じ る 。 特 に 、 角 度
θ １ が ４ ５ ° の 場 合 、 分 岐 路 に お け る 信 号 分 配 特 性 は 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う な 現 象 は 、 電 子 機 器 の 高 速 化 、 高 周 波 化 の 障 害 と な り 、 電 子 機 器 に 供 給 さ れ る 信
号 の 信 号 強 度 が 十 分 に 得 ら れ な い と 、 電 子 機 器 の 誤 動 作 を 誘 発 す る お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 電 子 機 器 の 誤 動 作 を 防 止 す
る こ と を 可 能 と す る 印 刷 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に 係 る 印 刷 回 路 は 、
信 号 が 供 給 さ れ る 上 流 側 伝 送 線 路 が 分 岐 点 で 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路 と の な す 角 度 が 鈍 角 の
下 流 側 伝 送 線 路 と 鋭 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と に 分 岐 す る よ う に 伝 送 線 路 が 印 刷 さ れ た 印 刷 回
路 に お い て 、
前 記 上 流 側 伝 送 線 路 と の な す 角 度 が 鈍 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と 鋭 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と の 分
岐 点 近 傍 の 伝 送 線 路 を 切 り 込 ん で 切 り 込 み 部 が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 上 流 側 伝 送 線 路 と の な す 角 度 が 鈍 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と 鋭 角 の
下 流 側 伝 送 線 路 と の 分 岐 点 近 傍 に 切 り 込 み 部 が 形 成 さ れ て い る と 、 切 り 込 み 部 が 形 成 さ れ
て い な い 場 合 と 比 較 し て 、 伝 送 さ れ る 信 号 の 反 射 方 向 が 変 化 す る 。 そ し て 、 上 流 側 伝 送 線
路 に 反 射 す る 信 号 の 強 度 が 小 さ く な れ ば 、 伝 送 さ れ る 信 号 の 強 度 は 低 下 し な く な る の で 、
電 子 機 器 の 誤 動 作 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 切 り 込 み 部 は 、 前 記 伝 送 線 路 を 、 楔 形 と 丸 形 と 矩 形 と の い ず れ か １ つ の 形 状 に 切 り 込
む こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 切 り 込 み 部 は 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路 と の な す 角 度 が 鈍 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 と 鋭 角 の 下
流 側 伝 送 線 路 と に 分 配 さ れ る 信 号 の 強 度 が 等 し く な る よ う に 、 前 記 分 岐 点 近 傍 の 下 流 側 伝
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送 線 路 を 切 り 込 ん で 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 切 り 込 み 部 は 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路 に よ っ て 伝 送 さ れ る 信 号 を 、 前 記 上 流 側 伝 送 線 路
と の な す 角 度 が 鋭 角 の 下 流 側 伝 送 線 路 の 方 向 に 反 射 す る 端 面 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ た も
の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
３ 以 上 の 伝 送 線 路 が 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ た 印 刷 回 路 に お い て 、
前 記 交 差 す る 伝 送 線 路 の 少 な く と も １ つ は 、 交 差 部 近 傍 に お い て 任 意 の 形 状 の 少 な く と も
１ つ の 切 欠 部 を 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 印 刷 回 路 が 形 成 さ れ た プ リ ン ト 基 板 を 図 面 を 参 照 し て 説
明 す る 。
本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 基 板 の 構 成 を 図 １ と 図 ２ と に 示 す 。 尚 、 図 １ 、 図 ２ は 、 そ れ
ぞ れ 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 基 板 の 斜 視 図 、 平 面 図 と 側 面 図 と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
プ リ ン ト 基 板 １ は 、 誘 電 体 板 １ １ と 導 体 板 １ ２ と 伝 送 線 路 １ ３ と 、 を 備 え て い る 。 尚 、 プ
リ ン ト 基 板 １ の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
誘 電 体 板 １ １ は 、 導 体 板 １ ２ と 伝 送 線 路 １ ３ と を 絶 縁 す る た め の も の で あ る 。 誘 電 体 板 １
１ は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス エ ポ キ シ 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 導 体 板 １ ２ は 、 薄 い 銅 板 等 に よ
っ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
伝 送 線 路 １ ３ は 、 プ リ ン ト 基 板 に は 、 実 装 さ れ て い る 電 子 部 品 間 で の 信 号 の 送 受 を 行 う た
め に 形 成 さ れ た 線 路 で あ り 、 銅 箔 等 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 伝 送 線 路 １ ３ の 線 路 幅 Ｌ １ は 、
０ ． ８ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
伝 送 線 路 １ ３ は 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ２ と を 有 し て い
る 。 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ は 、 点 Ｐ Ｓ か ら 信 号 が 供 給 さ れ る 上 流 側 伝 送 路 で あ り 、 伝 送 線 路 １
３ ｐ １ と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ２ と は 、 下 流 側 伝 送 線 路 で あ る 。 各 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ ， １ ３ ｐ １
， １ ３ ｐ ２ は 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ の 中 心 線 と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ ， １ ３ ｐ ２ と の 中 心 線 と の
交 点 と し て の 分 岐 点 Ｄ で 交 わ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ ， １ ３ ｐ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 屈 曲 点 Ｐ １ １ ， Ｐ １ ２ を 有 し 、 屈 曲 点 Ｐ １ １
， Ｐ １ ２ で 屈 曲 し て 、 点 Ｐ １ ， Ｐ ２ へ と 延 び る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ２ と は 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ と 伝 送
線 路 １ ３ ｐ １ と が な す 角 度 を θ と し て 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ と の 角 度 θ
が ９ ０ ° 未 満 （ 鋭 角 ） に な る よ う に 交 わ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
伝 送 線 路 １ ３ の 分 岐 点 Ｄ の 近 傍 に は 、 楔 形 の ノ ッ チ Ｎ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ノ ッ チ Ｎ は
、 同 じ タ イ ミ ン グ で 同 じ 強 度 の 信 号 が 振 り 分 け ら れ る よ う に 、 伝 送 線 路 を 切 り 込 ん で 形 成
さ れ た 切 り 込 み （ 切 欠 ） 部 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 中 心 線 Ｌ ｐ ｓ と 平 行 の 方 向 に ０ ．
６ ｍ ｍ 程 度 切 り 込 み 、 中 心 線 Ｌ ｐ ｓ と 直 角 方 向 に ０ ． ６ ｍ ｍ 程 度 切 り 込 ん で ノ ッ チ Ｎ を 形
成 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 本 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 基 板 の 特 性 を 説 明 す る 。
点 Ｐ Ｓ か ら 伝 送 信 号 が 伝 搬 す る も の と し て 、 図 ３ の 破 線 で 示 す よ う に 、 ノ ッ チ Ｎ が 形 成 さ
れ て い な い 場 合 、 伝 送 信 号 は 分 岐 点 Ｄ 近 傍 に お け る 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ 又 は 伝 送 線 路 １ ３ ｐ
２ の 端 面 で 反 射 さ れ 、 反 射 し た 伝 送 信 号 は 点 Ｐ Ｓ へ と 戻 っ て し ま う 。 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ に
伝 搬 す る 信 号 の 強 度 は 強 く な る も の の 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ に 伝 搬 さ れ る 信 号 強 度 は 弱 く な
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る 。 従 っ て 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ に 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ に 伝 搬 さ れ る 信
号 の 強 度 と は 、 互 い に 異 な っ て く る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 方 、 同 じ く 点 Ｐ Ｓ か ら 信 号 が 伝 搬 す る も の と し て 、 図 ３ の 実 線 で 示 す よ う に 、 ノ ッ チ Ｎ
が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 点 Ｐ Ｓ か ら 伝 搬 す る 信 号 は 、 そ の 反 射 方 向 が 変 わ る た め 、 伝 送 線
路 １ ３ ｐ １ に 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ に 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 と は ほ ぼ 等 し
く な る 。 尚 、 両 信 号 の 強 度 の 差 が 所 定 の 誤 差 範 囲 内 で あ れ ば 、 ほ ぼ 等 し い も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ノ ッ チ Ｎ が 形 成 さ れ 、 角 度 θ が ４ ５ ° の 場 合 の 各 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ ， １ ３ ｐ １ ， １ ３ ｐ ２
に 伝 搬 す る 信 号 の 周 波 数 特 性 （ 信 号 強 度 対 周 波 数 と の 関 係 ） を 図 ４ に 示 す 。 尚 、 縦 軸 「 Ｒ
ｅ ｌ ａ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 」 は 、 図 １ ～ 図 ３ の 点 Ｐ Ｓ か ら 供 給 さ れ た 信 号 の 強 度 を 「 １
」 と し た 場 合 の 点 Ｐ １ 、 Ｐ ２ に そ れ ぞ れ 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 の 割 合 を 示 す 。 ま た 、 Ｓ ｐ １
， Ｓ ｐ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 点 Ｐ １ ， Ｐ ２ に 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 を 示 し 、 Ｓ ｐ ｓ は 、 点 Ｐ Ｓ ま
で 反 射 し た 信 号 の 強 度 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 図 ４ に 示 す よ う に 、 角 度 θ が ４ ５ ° の 場 合 、 ノ ッ チ Ｎ が 形 成 さ れ れ ば 、 周 波 数 ０ ． １
～ １ ０ Ｇ Ｈ ｚ の 間 で 、 点 Ｐ １ 方 向 へ 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 Ｓ ｐ １ と 点 Ｐ ２ 方 向 へ 伝 搬 す る 信
号 の 強 度 Ｓ ｐ １ ， Ｓ ｐ ２ と は 、 ほ ぼ 等 し く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ と 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ と が
な す 角 度 θ が 鋭 角 に な っ た 場 合 、 各 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ ， １ ３ ｐ １ ， １ ３ ｐ ２ が 交 わ る 分 岐
点 Ｄ の 近 傍 に 伝 送 線 路 を 切 り 込 ん で ノ ッ チ Ｎ を 形 成 し た 。 従 っ て 、 こ の ノ ッ チ Ｎ に よ り 、
点 Ｐ １ へ と 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 と 点 Ｐ ２ へ と 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 と は ほ ぼ 等 し く な り 、 電
子 部 品 と 電 子 部 品 と の 間 で 、 同 じ タ イ ミ ン グ 、 同 じ 強 度 の 信 号 を 振 り 分 け る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
従 っ て 、 電 子 機 器 の 高 速 化 、 高 周 波 化 に あ た っ て 電 子 機 器 の 誤 動 作 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
ま た 、 ノ ッ チ Ｎ を 形 成 す る だ け な の で 、 特 殊 な 部 品 の 装 備 、 プ リ ン ト 基 板 １ の 特 殊 な 加 工
を 全 く 必 要 と せ ず 、 極 め て 容 易 に プ リ ン ト 基 板 １ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
尚 、 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て は 、 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 ら れ る
も の で は な い 。
例 え ば 、 ノ ッ チ Ｎ の 形 状 は 、 図 ２ に 示 す も の に は 限 ら れ ず 、 図 ５ に 示 す よ う に 丸 形 の ノ ッ
チ で あ っ て も よ い 。 ノ ッ チ Ｎ が こ の よ う な 形 状 を し て い る 場 合 の １ ３ ｐ ｓ ， １ ３ ｐ １ ， １
３ ｐ ２ の 周 波 数 特 性 対 信 号 強 度 と の 関 係 を 図 ６ に 示 す 。 こ の 図 ６ に 示 す よ う に 、 周 波 数 ０
． １ ～ １ ０ Ｇ Ｈ ｚ の 間 で 、 点 Ｐ １ 方 向 へ 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 と 点 Ｐ ２ 方 向 へ 伝 搬 す る 信 号
の 強 度 と は 、 ほ ぼ 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 ノ ッ チ Ｎ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 矩 形 の ノ ッ チ で あ っ て も よ い 。 ノ ッ チ Ｎ が こ の よ う
な 形 状 を 有 し て い る 場 合 の 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ ， １ ３ ｐ １ ， １ ３ ｐ ２ の 周 波 数 特 性 を 図 ８ に
示 す 。 こ の 図 ８ に 示 す よ う に 、 周 波 数 ０ ． １ ～ １ ０ Ｇ Ｈ ｚ の 間 で 、 点 Ｐ １ 方 向 へ 伝 搬 す る
信 号 の 強 度 と 点 Ｐ ２ 方 向 へ 伝 搬 す る 信 号 の 強 度 と は 、 ほ ぼ 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 ノ ッ チ Ｎ の 形 状 は 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 ノ ッ チ Ｎ は 、 複 数 の 楔 形 で 形
成 さ れ て も よ い 。 但 し 、 ノ ッ チ Ｎ の 形 状 と し て は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す も の が 単 純 で あ り 、
特 性 と し て も 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ノ ッ チ Ｎ を 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ １ ， １ ３ ｐ ２ に 伝 送 さ れ る 伝 送 信
号 の 相 対 強 度 が 等 し く な る よ う に 形 成 し た 。 し か し 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 伝 送
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線 路 １ ３ ｐ １ ， １ ３ ｐ ２ に 伝 送 さ れ る 伝 送 信 号 の 相 対 強 度 が 所 望 の 比 率 と な る よ う に ノ ッ
チ Ｎ を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 伝 送 信 号 の 反 射 方 向 を 制 御 す る た め に 伝 送 線 路 を 切 り 込 ん で ノ
ッ チ Ｎ を 形 成 し た 。 し か し 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 分 岐 点 Ｄ 近 傍 の 伝 送
線 路 に 凸 部 を 形 成 し て 伝 送 信 号 の 反 射 方 向 を 制 御 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 伝 送 線 路 １
３ ｐ １ 又 は １ ３ ｐ ２ 側 に ノ ッ チ Ｎ を 形 成 す る の で は な く 、 伝 送 線 路 １ ３ ｐ ｓ の 方 に 、 ノ ッ
チ Ｎ を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 子 機 器 の 誤 動 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 基 板 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る プ リ ン ト 基 板 の 構 造 を 示 す 平 面 図 と 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 分 岐 点 近 傍 を 拡 大 し た 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ と 図 ２ に 示 す プ リ ン ト 基 板 の 各 伝 送 線 路 を 伝 搬 す る 信 号 の 周 波 数 特 性 を 示 す
説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 丸 形 ノ ッ チ を 用 い た 応 用 例 を 示 す プ リ ン ト 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す プ リ ン ト 基 板 の 各 伝 送 線 路 を 伝 搬 す る 信 号 の 周 波 数 特 性 を 示 す 説 明 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 矩 形 ノ ッ チ を 用 い た 応 用 例 を 示 す プ リ ン ト 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す プ リ ン ト 基 板 の 各 伝 送 線 路 を 伝 搬 す る 信 号 の 周 波 数 特 性 を 示 す 説 明 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 「 Ｔ 」 の 字 型 の 分 岐 路 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 「 イ 」 の 字 型 の 分 岐 路 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 「 Ｔ 」 の 字 型 の 分 岐 路 を 有 す る プ リ ン ト 基 板 の 各 伝 送 線 路 を 伝 搬 す る 信
号 の 強 度 と 周 波 数 と の 関 係 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ に 示 す 従 来 の 「 イ 」 の 字 型 の 分 岐 路 で 分 配 さ れ る 伝 送 信 号 の 周 波 数 特 性
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 分 岐 路 に お け る 角 度 と プ リ ン ト 基 板 の 各 伝 送 線 路 を 伝 搬 す る 信 号 の 強 度
と の 関 係 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 プ リ ン ト 基 板
１ １ 　 誘 電 体 板
１ ２ 　 導 体 板
１ ３ 　 伝 送 線 路
Ｄ 　 分 岐 点
Ｎ 　 ノ ッ チ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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